
No. 質問箇所 質問事項 回　　答

1
特記仕様書
１６－２　交通規制

特記仕様書で示されている、工事内容別の交通規制の種別は１車線
規制のみとなっておりますが、土留用H鋼を打設する際など、一般車両
に近接して施工行う必要がある際も、通行止めを行うことはできないの
でしょうか。

設計図（144/146）施工手順図（２）に示すとおり、通行止めは行わない
施工計画としております。

2
図面
土留杭施工時標準断面図
（図面番号18）

通行止めができない場合は、土留用H鋼を打設する際の一般車両が
走行する車道幅員は、走行部が3250㎜、路肩部が両側とも500㎜と図
面に記載されていますが、各幅員は施工中、常に確保しなければなら
ないのでしょうか。

そのとおりです。

3
図面
土留杭施工時標準断面図
（図面番号18）

土留用H鋼を打設する位置が中央排水と重なっています。中央排水は
事前に切り回しを行うのでしょうか。それとも、H鋼打設位置をずらすこ
とを検討されているのでしょうか。

設計図（143/146）施工手順図（１）に示すとおり、中央排水は事前に切
り回しを行う施工計画としております。

質問書に対する回答

工事名）上信越自動車道　高岩山トンネル（下り線）補強工事


